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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月8日(2016.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コーティング装置であって、
　コーティング塗布ユニットを備え、前記コーティング塗布ユニットが、
　　流体アプリケータ、
　　第１の回転機構及び第２の回転機構、並びに
　　制御装置
　を備え、前記制御装置により、前記第１の回転機構及び前記第２の回転機構が、実質的
に同じ速度で医療器具を回転させ、前記速度が、５００回転／分を超える速度である、コ
ーティング装置。
【請求項２】
　前記第１の回転機構及び前記第２の回転機構が固定され、前記コーティング塗布ユニッ
トが、前記医療器具の長手方向軸の方向に移動する、請求項１に記載のコーティング装置
。
【請求項３】
　前記第１の回転機構及び前記第２の回転機構の少なくとも一方に動力を供給する電気モ
ータをさらに備える、請求項１～２のいずれか１項に記載のコーティング装置。
【請求項４】
　前記流体アプリケータに流体連通した流体ポンプをさらに備える、請求項１～３のいず
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れか１項に記載のコーティング装置。
【請求項５】
　前記流体アプリケータが、接触流体アプリケータを含む、請求項１～４のいずれか１項
に記載のコーティング装置。
【請求項６】
　前記流体アプリケータがＵ字溝を備える、請求項１～５のいずれか１項に記載のコーテ
ィング装置。
【請求項７】
　前記流体アプリケータのＵ字溝が、横方向中心点から離れる曲率半径を有する、請求項
１～６のいずれか１項に記載のコーティング装置。
【請求項８】
　前記第１の回転機構及び前記第２の回転機構が、バルーンカテーテルを回転させるよう
に構成されている、請求項１～７のいずれか１項に記載のコーティング装置。
【請求項９】
　コーティング方法であって、
　回転機構を用いて５００回転／分を超える速度で医療器具を回転させるステップと、
　前記医療器具に流体アプリケータを接触させるステップと、
　前記流体アプリケータを用いて前記器具にコーティング液を塗布するステップと
　を含む、方法。
【請求項１０】
　前記医療器具を前記第１の回転機構及び前記第２の回転機構で固定するステップをさら
に含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記流体アプリケータを前記医療器具の長手方向軸に沿って移動させるステップをさら
に含む、請求項９～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記流体アプリケータを用いてバルーンの表面にコーティング液を塗布するステップが
、前記医療器具の表面と前記流体アプリケータとの直接接触によって達成される、請求項
９～１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記コーティング液が、１～５０センチポアズの粘度を有する、請求項９～１２のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記コーティング液が、５０～５０００センチポアズの粘度を有する、請求項９～１３
のいずれか１項に記載の方法。
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